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観光をめぐる現状 

休暇 

情報 

国内観光地 

観光産業 

国際観光 

国民の観光ニーズ 

・日本人海外旅行者は順調に伸びている（米国同時多発テロ以前） 

・日本人海外旅行者数から見て訪日外国人旅行者数が極めて少ない 
 

・ 国内旅行の形態は団体から家族・個人旅行に変化している 

・ 旅行先での行動も多様化、個性化してきている（参加体験型等）

・ 旅行商品の価格に敏感になってきている（価格に対するサービス

等の満足度の評価が厳しくなってきている） 
 

・ 国民の観光ニーズの多様化、高質化への対応が遅れている 

・ 海外旅行市場との競合が生じている 

・ 景気の不振等による低迷が続いている 

・ コンセプトがはっきりしている本物の観光地は伸びている 
 

・ 個人、少人数の観光客に対するサービスの選択肢が不足し、割高

で利用しづらいものとなっている 

・ 低価格帯の旅行商品も登場してきている 
 

・ 一斉休暇によるピークの集中度が高いため短期滞在型の観光に

特化している 

・ 有給休暇の取得率が低く、長期滞在型旅行が伸び悩んでいる 
 

・ ＩＴを活用した最新の観光情報の提供ニーズが増大している 

 

・ 観光消費は所得、雇用に対する大きな波及効果がある 
経済効果 

  



訪日外国人旅行者の増加 
（現状） 

○ 訪日外国人旅行者数は極めて少ない ⇒ 双方向の交流による相互理解の増進が必要 
 

○ 国際旅行収支は大幅な入超 ⇒ 国民経済、地域経済の観点からも経済波及効果の大きい 
訪日外国人旅行者の消費に期待 

 

（原因） 

・ 外国人旅行者の多様なニーズに訴える観光魅力の情報発信が不足

している 

・ 日本全国の豊かな観光資源の紹介が不足している 
 

・ 日本向け旅行において、ＣＩＱの体制、入国手続き（ビザ等）が妨げ

になる場合がある 
 

・ 外国語表示の不足により旅行が困難な経験がある 
 

・ 低廉旅行を含む外国人の多様な関心に応える旅行商品やサービス、

情報発信が不足している 

 

情報 

出入国 

高コスト 

受入体制 

 

（具体的施策の方向） 

・ 重点的訪日旅行促進キャンペーン 

・ 外国人旅行者の多様な関心に応える情報発信の充実 
 

・ 青少年旅行、修学旅行等の拡大 

・ 交流年、イベントを通じた観光交流の拡大 

 

・ 地方空港、地方港湾における航空・海上ネットワークの充実 

・ ＣＩＱ体制の整備 

・ 入国手続きの簡素化 
 

・ 地域住民と外国人旅行者が交流する拠点の整備 

・ 外国人旅行者にとってわかりやすい案内表示、案内サービスの

整備 
 

・ 公共交通機関、観光施設の各種割引 

・ 外国人の多様な関心に応える旅行商品やサービスの提供 
・ 低廉旅行の情報発信 

高コスト是正 

情報発信の強化

交流機会の拡大

出入国の円滑化

受入体制の整備
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観光消費の我が国経済への貢献（推計）

直接観光消費額

　生産効果　 22.6兆円

　雇用効果　193.7万人

53.8兆円（国内生産額の5.7％）

422.2万人（総雇用の6.3％）

波及効果

出典：国土交通省調査（2000年）
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1782万人

476万人

我が国の海外旅行者及び訪日外国人旅行者の推移 我が国の国際観光の状況

476万人　 （36位* ）
34億ドル*   （31位* ）

1782万人　 （10位**）
288億ドル**（４位** ）

出典：世界観光機関（WTO）（2000年）
　　　　　（1999年＊）（1998年＊ ＊ ）



観光の意義と日本再生 

国民にとって ○ 日常生活から離れ、新たな人間関係、人間性を発見 

その結果・家族の絆の深まり 

・グループ、仲間の連帯、友情の強化 

・人間形成を促し、自分の再発見 

○ 日常生活圏から離れ、異なる自然、歴史、文化に触れる

ことを通じ、自分の地域、国を見直し 

その結果・地域、国の自然、歴史、文化への誇り創造

・住民、国民としてのアイデンティティ確立

○ 多元的な交流、ふれあいの機会 

 

○ 魅力づくりのための地域固有の自然、歴史的景観、文化

伝統の保存活用を通じ、自分の地域の魅力を見直し 

その結果・自分の郷土への誇り創造 

・住民としてのアイデンティティ強化 

・地域づくりへの積極的参加、連携強化 

・地域の活性化 

地域にとって 

  

 

 



  

観光を活かした地域空間づくり 

（現状） 

 

（具体的施策の方向） 

・ 地域づくりの理念の策定 
・ 個性ある観光資源の発掘、整備 
・ 自然景観、歴史的景観、まちなみ景観の保全、活用 
・ 地域固有の文化伝統の保全、発展 
・ 地域の既存施設の活用 
・ イベントの活用 
 

・ 自治体、観光産業、農林水産業、製造加工業、地域住民、ＮＰＯ

等が一体となった地域づくりの取組み 
 

・ 農業体験、漁業体験等交流体験型観光の推進 
・ 地場産品の生産の拡大 
 

・ 関連インフラの整備 
・ バリアフリー化の推進 
・ 案内表示、案内サービスの整備 
・ 情報発信の充実 
・ 地域住民のもてなしの意識の向上 
 

・ 長期滞在型旅行に適した施設、サービスの提供 
・ 年次有給休暇の取得促進 
・ 観光客の多様なニーズに応える旅行商品やサービスの提供 

関係者の連携 

地域の魅力向上 

受入体制の整備

旅行環境の整備

・ 地域のもつあらゆる資源を活用した地域づくりの理念が不足し

ている 

・ 魅力ある自然・景観・文化伝統等の資源を十分活用できていない

・ 地域の既存の施設を交流や地域連帯のために十分に活用できて

いない 
・ 地域づくり関係者の連携が十分でない 
・ 観光産業中心に偏り、地域住民中心に軸足を置いた地域づくりが

進んでいない 
 

・ 有給休暇の取得率が低い 
・ 海外旅行と比して旅行商品について割高感がある 

地域の活力の低下 

産業裾野の拡大 

旅行環境の不備

地域の魅力不足



地域の潜在的観光資源の発掘・整備 
＜北海道後志（しりべし）支庁における取組＞ 

           

  
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 

 ５つのゾーンごとに、滞在型観光のための基本的コンセプトを整理するとと

もに、観光資源発掘や交通対策等の具体的プログラムを策定。 
 

地域固有の文化伝統の保全・発展 
＜石川県能登地域における取組＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 金沢市 

七尾市石崎町 

 能登地域 

 
 

能登地域の「キリコ祭り」（７月～９月、10市町村 28カ所で開催）を対象と
して、観光振興のための情報発信や交通対策のあり方を、社会実験を通じて検

討、とりまとめ。  
       








